
                      トラバースの種類に関する次の記述Ａ～Ｃに当てはまるものの組合せとして
妥当なのはどれか。

Ａ．終点の座標が未知なトラバースであり，測量の正確さを確かめられないので，高い
精度を必要としない場合に用いられる。

Ｂ．ある点から始まり，最後にふたたび出発点に戻り，全体で一つの多角形をつくるト
ラバースである。

Ｃ．既知点を結び，既知点の間の新点（未知点）の位置を求めるトラバースである。

Ａ Ｂ Ｃ
１．結合トラバース 開放トラバース 閉合トラバース
２．結合トラバース 閉合トラバース 開放トラバース
３．開放トラバース 結合トラバース 閉合トラバース
４．開放トラバース 閉合トラバース 結合トラバース
５．閉合トラバース 結合トラバース 開放トラバース
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                      盛土及び切土の土工に関する次の記述のＡ～Ｃに当てはまるものの組合せと
して妥当なのはどれか。

切土や盛土によってできる傾斜面を法面という。このような法面のうち長い傾斜面を
有する切土法面や盛土法面には，法面の安定性， Ａ  及び排水溝による表面水の処
理などのために小段が設けられる。
盛土は，その目的，盛土材料の種類，施工方法などに応じて，透水性を Ｂ  させ，
必要な強度を得るほか，完成後の変形抵抗及び圧縮抵抗を確保するため，入念に締固め
を行う必要がある。盛土の締固めの一般的な品質管理方法に，室内試験で得られる土の
最大 Ｃ  と，現場で測定された土の Ｃ  との比で表される締固め度を使用するも
のがある。

Ａ Ｂ Ｃ
１．点検用の通路 上昇 湿潤密度
２．点検用の通路 上昇 乾燥密度
３．点検用の通路 低下 乾燥密度
４．野生動物の移動経路 上昇 湿潤密度
５．野生動物の移動経路 低下 乾燥密度
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